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研究成果の概要（和文）： 

過去 2 世紀、世界経済は化石資源（石炭、石油など）に大きく依拠するようになったが、先

進国で 1970 年代以降のエネルギー集約度が改善した一方で、熱帯の途上国では森林減少・環境

劣化が進むなかで現在も多くの人々（世界人口の約 3 分の 1）がその生存基盤を伝統的なバイ

オマス・エネルギー（薪、糞など）に依存し続けている。日本、東南・南アジア、世界の環境

経済史の文献の検討と実証研究から、この二重構造の形成過程を分析した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Over the last two centuries the world economy became heavily dependent for its energy on fossil fuels. 
While the energy intensity of developed countries improved after around 1970, the trend of deforestation 
and environmental degradation in tropical developing countries continued, and roughly a third of world 
population remain dependent for their livelihood on traditional biomass energy. This research attempted 
to trace the history of the emergence of this dual structure, through literature survey and empirical 
research on Japan, South and Southeast Asia and the world. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究の当初の目的は、イギリス産業革命

に端を発する工業化の世界的普及とともに
生じた「化石資源」の利用の爆発的な拡大が
世界の諸地域、とくにアジアの経済と環境に
与えた影響と、その反作用や連関を比較史的
に検討することであった。すなわち、19 世紀
に始まる石炭の本格的な利用によって、エネ
ルギー消費の構造は、従来の「バイオマス資
源」から「化石資源」に急速に転換した。他
方、第一次産品供給基地となったアジア・ア

フリカ地域の世界経済への統合は、大量のバ
イオマス資源、とくに森林資源の動員をもた
らした。在来型の生産、交通と、家庭用エネ
ルギーの大半はバイオマスによって担われ
ることになり、食糧を生産する土地だけでは
なく、人間社会を支える環境（森林、河川、
海）の「開発」が急速に進んだ。すなわち、
欧米におけるエネルギー革命とアジア・アフ
リカにおける森林伐採・環境劣化は、「化石
資源世界経済」の成立という単一の過程の
「コインの表と裏」の関係にあった。 
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いったいこのような資源・エネルギー面で
の世界経済の二重構造はどのような技術
的・制度的基礎の上に成立したのか。それは、
20 世紀後半における石炭から石油へのエネ
ルギー転換によってどう変化したか。さらに、
今世紀に入って、地球温暖化やエネルギー問
題の深刻化によって「脱化石資源経済」化が
試みられつつあるが、その傾向を、地域経済、
世界経済の長期的な発展径路のなかでどの
ように展望すればよいのか。 

本研究は、このような問題群に取り組むた
めに、世界環境経済史とでも呼ぶべき分野を
開拓するために構想された。 

 
２．研究の目的 
具体的にはこの課題を、近年におけるグロ

ーバル・ヒストリーの方法的成果と、西洋、
日本を含む東アジア、東南アジア、南アジア
の実証的研究を交錯させながら進めようと
した。 
第一に、E. A. Wrigley や Sydney Pollard によ

って開拓され、杉原、斎藤が Kenneth Pomeranz
や Gareth Austin らと進めてきた、ヨーロッパ
の主導による世界経済の資源基盤の転換に
ついての比較史的研究をさらに進めようと
した。杉原は石炭、石油へのエネルギー転換
について、斎藤は森林史について、それぞれ
経済史の国際ネットワーク(とくに 2003－
2006 年に活発な活動を展開した Global 
Economic History Network)で成果を発表して
きた。その中心的な問いは、資本、労働とと
もに土地を主たる生産要素と考える古典派
経済学のパラダイムを、「土地の制約」とは
性格の異なる、森林資源（とくに薪炭）、化
石資源（とくに石炭、石油）の「制約」とど
のように整合性に理解するかということで
あった。 

第二に、戦前・戦後の日本の工業化におけ
るエネルギー節約型技術の発展径路の解明
を進めた。谷口は森林史、小堀、島西は石炭、
石油の利用の歴史において成果をあげてき
たが、日本が資源・エネルギーの制約をいか
に克服してきたかを世界経済史の文脈で理
解する試みは多くない。本研究では、とくに
両大戦間期に強く意識された「資源制約」の
問題をより広い文脈で再検討することによ
って、日本経済史、アジア経済史研究に貢献
しようとした。 
第三に、東南・南アジアの経済発展におけ

るバイオマス資源の「開発」の地域および世
界経済にとっての重要性を解明した。柳沢は
南インドの土地利用史、森林史、神田は北イ
ンドの在来エネルギー史、石川は東南アジア
のバイオマス社会の生態史において成果を
あげてきたが、近年、熱帯の資源開発が地球
環境に及ぼす影響が意識されるにしたがっ
て、その歴史的なルーツを正確に理解する必

要が高まっている。本研究は、先進国の工業
化が熱帯の森林破壊をもたらしたというよ
うな、これまでの一方向的な理解を相対化し、
人間による熱帯資源の利用能力が資本主義
の世界的展開に及ぼしてきた制約と、その
「解放」の過程に光を当てようとした。 
 
３．研究の方法 

これら3つの課題に取り組むために、メンバ

ーが個別に日本、インド、東南アジア、イギ

リスで資料の収集を行い、研究会、国際シン

ポジウムなどで密接な相互交流・討論を行っ

た。本研究自体も、計7回の密度の高い研究会

を開催した。また、本研究と並行して行われ

た京都大学グローバルCOE「生存基盤持続型

の発展を目指す地域研究拠点」が主催する多

くの研究会や国際シンポジウムでも、本研究

の構想が議論された。以下に記す成果はその

ごく一部にすぎない。 
 
４．研究成果 
(1)「化石資源世界経済」の興隆とバイオマス
社会の再編」に関する全体的理解 

杉原は、産業革命以降の化石燃料（とくに
石炭と石油）の大量の使用が地球環境と人間
社会の関係を根本的に変えてしまったとし、
動力機械の使用によって人間による自然の
改変力が一挙に強まるとともに、交通革命に
よって化石燃料を世界各地に運ぶことがで
きるようになった結果、従来前提されていた
ローカル、リージョナルな生産にとっての資
源・エネルギー面の制約が打破された一方で、
地域を単位として長い間培われてきた人間
と自然の相互作用系の「統治権」が失われ、
グローバルな市場メカニズムが、環境の持続
性についての適切なモニタリング機能を内
蔵しないまま、それに取って代わったとした
（論文①②；図書⑥）。 
「化石資源世界経済」興隆史では、世界エ

ネルギー消費の趨勢を検討し、1970 年以降の
エネルギー効率の上昇が世界化石資源消費
の約三分の一を節約したことは世界経済の
発展径路から見ればエネルギー集約型から
節約型への転換であったが、その果実は不均
等に分配されているだけでなく、「化石資源
世界経済」の維持は中東地域の軍事紛争や発
展途上国の軍事化とも深く関連しているこ
とを明らかにした（論文⑤；図書③、および
研究会報告「インド軍事化の長期趨勢－SIPRI, 
ACDA, IISS のデータによる国際比較－」）。 
他方、いわばその裏側の過程として、熱帯

アジア・アフリカにおける森林減少・環境劣
化が進行したことも重要である。そこで、こ
の地域における 1950 年代以降のバイオマ
ス・エネルギーの消費について検討し、とく
に化石エネルギーの消費と伝統的なバイオ



 

 

マス・エネルギーの消費がともに増加すると
いう「二重構造」が広汎に持続しており、バ
イオマス・エネルギーに依存する人口は現在
も増え続けていることを示した（杉原「『化
石資源世界経済』の興隆とバイオマス社会の
再編」杉原薫・脇村孝平・藤田幸一・田辺明
生編『講座 生存基盤論 第 1 巻 歴史のな
かの熱帯生存圏―温帯パラダイムを超えて
―』、京都大学学術出版会、2012 年 5 月）。 

斎藤修は、歴史人口学とグローバル・ヒス
トリーを交差させた地平から多くの研究を
発表したが、本研究と直接かかわるのは、長
期の森林史におけるアジアとヨーロッパの
比較である（論文⑧）。森林の減少と回復の
趨勢の研究は、さらに上記の杉原による最近
半世紀ほどの趨勢の特定ともあわせて、世界
環境経済史の一つの流れを形成するもので
ある。 

 
(2)日本の環境・エネルギー経済史研究 
 このテーマでは、研究分担者 2 名が目を見
張る業績を刊行した。小堀『日本のエネルギ
ー革命－資源小国の近現代－』（図書(21)； 論
文⑯⑰も参照）は、1920 年代以降のエネルギ
ー節約型技術の発展を、1950 年代を軸に、長
期的な径路として鳥瞰した著作として、日経
図書文化賞を受賞するなど、注目された。本
研究会においても、橘川武郎氏、籠谷直人氏
を招いて書評会を開催した。その後も、「臨
海工業地帯の誕生 1920-1960－鈴木雅次に
着目して」を研究会で報告するなど、この分
野を開拓しつつある。 
 島西『日本石炭産業の戦後史－市場構造変
化と企業行動』（図書⑳；論文⑬⑭⑮も参照）
は、衰退産業としての石炭産業の歴史を戦後
日本の高度成長のマクロ的要因や市場構造
などの背景のなかに位置づけ、経営と労働の
行動をバランス良く説明した。本研究会でも、
澤井実氏、籠谷直人氏を招いて書評会を開催
した。島西氏はこのほかにも砂利をめぐる環
境史や「家庭用燃料における化石資源化の過
程」について刺激的な報告を行った。 
谷口は研究会で学会発表⑯⑰のほか、「昭

和初めの木炭生産・資源の地域性－GIS の活
用に向けて」など、日本の森林史に関する実
証的研究の進展を報告した。 

 
(3)東南・南アジアのバイオマス社会研究 

サラワクをフィールドとする石川は、みず
からの実証研究にもとづいた「熱帯バイオマ
ス社会」論を展開し、人間によって耕作され
た「土地」というよりは、周辺の森林などに
大量に蓄積されたバイオマス資源に依存す
る社会の特徴と重要性を論じた(図書⑮⑲)。
研究会でも、「森と Commodity Web－熱帯バ
イオマス社会の空間的理解にむけて」など、
刺激的な報告を行った。 

植民地期南インドの経済史に多くの業績
のある柳澤は、農業史、消費構造の歴史など
の分野で業績を出したが、本研究との関連で
は村落にバイオマスを供給する共有地の長
期的動向に関する研究が注目される（論文
⑥；図書⑪）。研究会でも「タミルナード農
業の一世紀－農地、灌漑、生産量」など、農
業との関連で環境経済史を論じた。 

神田は、19 世紀前半のベンガルにおける塩
生産を素材に、伝統的なバイオマス・エネル
ギーの確保が在来産業に与えた影響を論じ
た（論文⑪）。研究会ではそれを一般化した
報告（「燃料利用とインドの長期的経済発
展」）で試論を展開した。 

杉原は、第一次大戦までの英領インドにお
ける木材交易を検討し、第一次産品輸出経済
の進展がインドの森林伐採を促した過程を
検討した（学会発表⑤）。 

全体として、工業化と地球環境の持続性を
めぐる新分野のイメージが、アジアの諸地域
を視野に入れながら多面的に共有できたこ
と、戦後日本のエネルギー経済史についての
若手研究者による実証研究を誘発できたこ
とが収穫であった。 
 
(4)国内外へのインパクトと今後の展望 

杉原は、全体構想及びその一部を、論文や

学会・研究会での頻繁な報告をつうじて、日

本語、英語で発信を試みた（学会発表④⑥や

イギリス、イタリアでの招待講演など）。他の

メンバーも、国の内外でみずからの研究を発

表する多くの機会を作った。例えば、2009年8
月の世界経済史会議（ユトレヒト）では柳澤

、斎藤、杉原、神田が関連する報告を行った

（杉原、神田はパネルを組織）。また、杉原

、神田は、2011年4月の第2回ヨーロッパ世界

史会議（ロンドン）で成果を報告した。神田

は同年9月の社会経済史学会全国大会（東洋大

学）においてパネルを組織し、問題提起を行

うとともに、小堀、島西が報告した。さらに

、杉原は、2012年1月のアメリカ歴史学会（シ

カゴ）での招待講演で、本研究の成果にもと

づき、工業化と地球環境の持続性の関係を論

じた。 
斎藤、柳澤、神田が英語の査読付き有力雑

誌に、本研究に直接関係する成果を公表した

ことも特記に値する。今後の成果の刊行によ

って、議論がさらに展開していくことが期待

される。 
 なお、本研究の戦後アジアの部分を拡大・
深化させるため、新しい科研「戦後アジアの
経済発展の環境史的研究－資源・エネルギー
貿易の構造分析を中心に－」が今年度から発
足した。杉原［研究代表者］、小堀、石川［研
究分担者］、神田［研究協力者］はここでも



 

 

本研究をさらに発展させる予定である。 
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